
ブレスレットメーカーで作る

ブレスレットメーカーで作る　ねじり結びのシアーブレスレット　2-1

ねじり結びのシアーブレスレット

＜作り方＞※ブレスレットメーカーの使い方と「ねじり結び」の結び方は、商品付属の説明書をご覧ください。

＜使用道具＞ ＜材料＞

57-656
ブレスレットメーカー
https://clover.co.jp/
products/57656

刺しゅう用メタリック糸（DMC ディアマントグランデ　G168）
　たて糸：約50cm　1本、　結び糸：約70cm　2本

ミシン糸　適宜　※たて糸にビーズを通すときに使います。

ツイストビーズ（2.0×12mm）　シルバー　6個

チェコビーズ ・サザレ（ 約5×7mm）　つや消しクリア　2個

チェコビーズ・スジ入り丸玉（8ｍｍ）　クリア（ゴールドライン）　1個

チェコビーズ・スジ入り丸玉（6ｍｍ）　クリア（ゴールドライン）　1個

パールビーズ・バロック（約10mm）　ホワイト　1個

特大ビーズ（5mm）　ツヤ消しクリア　2個

36-666
カットワークはさみ115

25-053
方眼定規＜30cm＞

ビーズミシン糸たて糸
（刺しゅう用メタリック糸）

ビーズ針
（ブレスレットメーカーの
商品に付属しています）

デザイン／クロバー

①たて糸にビーズを通します。
　ツイストビーズを各ビーズの間に配置すれば、その他のビーズの配置は自由にしていただいても大丈夫です。

【ビーズ配置図】

＜ビーズの通し方＞

②①をブレスレットメーカーに張り、結び糸2本を結びます。
　右の図のように、たて糸の糸端は8～10cm、結び糸の糸端は
　15～20cm残してください。

ツイストビーズ

チェコビーズ・サザレ

チェコビーズ・スジ入り丸玉（8ｍｍ）

チェコビーズ・スジ入り丸玉（6ｍｍ）

パールビーズ・バロック
チェコビーズ・サザレ

糸端15～20cm残す 結び糸

たて糸約8～10cm 約8～10cm

結ぶ

https://clover.co.jp/products/57656
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⑧B部分を、右の＜輪の大きさを調整できる結び方＞を参考に結び、完成です。
　腕にはめてみて、B部分が長すぎた場合はご自分の
　サイズに合わせて短く調整してください。
　調整する際は、手首にはめた状態ではなく、
　右の画像のように手の部分にはめて、
　輪の大きさを手が通る状態にしてから行ってください。
　（手首にはめた状態でB部分を短く切ってしまうと
　　切りすぎてしまって着脱出来なくなることがあり
　　ますのでご注意ください。）

⑥たて糸をブレスレットメーカーから外し、A部分の結び終わりの際でたて糸と結び糸の3本をまとめてひと結びします。

＜輪の大きさを調整できる結び方＞

(1)左の紐を、ひと結び
　するように通し、
　輪の中に右の紐を
　入れる。

(2)左の紐の端を引き締める。
※結び目はA部分の際に作り
　ます。右の紐で輪の大きさ
　が調整できます。

③A部分を作っていきます。
　ねじり結びを約1cmの長さになるまで結びます。

④ビーズを配置しながら、ビーズとビーズの間にねじり結びを
　1目ずつ結びます。
　右図の＜A部分詳細図＞を参考にしてください。

＝ねじり結び1目

B：約10cm A：約13cm

ひと結び

B：約10cm

ひと結び

ねじり結び：約1cm ねじり結び：約1cm

＜A部分詳細図＞

【ブレスレット図】

⑤④に続けてねじり結びを約1cmの長さになるまで結び、A部分の完成です。

2回絡める

たて糸、結び糸の3本をまとめて
ミシン糸の輪に通し、特大ビーズを通す。

B部分が約10cmなるようにして糸端を結ぶ。
※糸を2回絡めて結ぶ

特大ビーズ特大ビーズ

◆動画◆　→
ブレスレットメーカー 結び方⑥ねじり結び
https://clover.co.jp/movie/bracelet6

⑦B部分を作ります。たて糸、結び糸の3本をまとめて特大ビーズを通し、B部分が約10cmなるようにして糸端を結びます。
　結ぶときは糸を2回絡めて結び、大きめの結び目を作ってください（特大ビーズは穴が大きく、結び目が小さいと抜けてしまいます）。
　結べたら糸端は1cmほど残してカットします。もう片方のB部分も同じようにします。


